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　東京情報大学の松下博宣と申します。本日は、
「看護におけるイノベーションの創出」という
テーマに関して、会場の皆様と一緒に考えてい
きたいと思います。副題は「真面目、遊び、ア
イデアの異界越境」という、あまり看護らしく
ないテーマですが、そこには深い意味がありま
す。また後ほど、詳しく皆さん方と一緒に考え
ていきたいと思います。

■　本日のアウトライン
　まず、イノベーションとはいったい何なのか、
という基本の基本から入って、人類史を振り返
り、実はわれわれ人類とイノベーションは不即
不離の関係にあるということをレビューします。
そのうえで、看護、あるいは医療とイノベー 
ションの関係を展望します。次のテーマは、ま
じめと遊びの本質はいったいどういったものな
のか。イノベーションというと、まじめに働く
だけではなかなか創発できません。いや、むし
ろ知的な遊びといったものが必要不可欠なので
す。そのような意味で、近年の行動科学や認知
科学の領域で明らかになりつつあるイノベー
ションに必要な発想法をまとめてお話したいと
思います。それから、釈迦に説法で誠に恐縮で
はございますが、看護はイノベーションの宝庫
であるということを、多くの看護師の方が大事
にされている「看護観」という漢字を分解して
見ていきたいと思います。それから、イノベー
ションというのは、learning、すなわち学習と表
裏一体の関係がある。しかしながら、ちょっと
違った学習というものが必要になってくる。そ
ういうことをお話して、最終的にはイノベーショ

ンと組織、近年の言い方ですと、医療チームで
すとか、あるいは多職種連携について申し上げ
たいと考えております。

■　基本的語彙の整理
　講演に先立ちまして、基本的な語彙、用語の
定義をしていきたいと思います。これから話を
する「遊び」というのは、単なるお酒を飲んだり、
ばか騒ぎをするという遊びではなく、ホイジン
ガという人類学者が提唱した「ホモ・ルーデン
ス＝遊ぶ人」と捉える知的な遊びです。それか 
ら、オーストリアの経済学者のシュンペーター
が「イノベーションというのは異なるモノコト
の組み合わせが母胎となる」ということを言っ
ています。私はシステム科学の観点から、イノ
ベーションというのは自由闊達なコラボレー
ションや、アイデアの異界越境から生まれると
いうことを長年言っています。それから、コラ
ボレーションです。コラボレーションの効用と
いうのは異質な専門性、あるいは方向性、文化
的背景の異なる異材、アイディアが合わさるこ
とにあると。この辺は、私の専門のシステム科
学を基軸にして議論を深めていき、皆さん方と
もども考えていきたいと思います。

■　イノベーションとは？
　イノベーションとは何でしょうということで
すが、経済学者のシュンペーターが「異質な物
の新しい組み合わせである」と言っています。
イノベーションとは、ラテン語が根っこにあり
ます。Innovareというラテン語がありますが、
これは「新たにする」ということです。inとい
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うのは、すでに英語になっている接頭語ですが、
「内部へ」ということです。すなわち、イノベー
ションというのは、外部にわーっと広がるイメー
ジがありますが、実は、起点になるものは人間
の内部の知識、知恵といったものを変化するこ
とから出発するという洞察を、シュンペーター
が喝破したわけです。イノベーションの実行者
を起業家、アントレプレナーと呼びます。イノ
ベーションとは、大きなインパクトを社会にも
たらす大変革です。次に、技術というのは、イ
ノベーションで重要な部分ではありますが、決
して全てではありません。むしろ、テクノロジー
によってもたらされるリスクというものも多々
あります。イノベーションというのは、負の側
面もあるということを確認していきたいと思い
ます。
　イノベーションと似た言葉で、インベンショ
ンという言葉があります。これを発明といいま
す。インベンションとイノベーションというの
は語感は似ていますが、根本的に違う言葉です。
発明というのは、個人が中心になることが多い。
ところが、イノベーションというのは、非常に
多くの人々のコラボレーションの過程によって、
世の中にインパクトを与えて広がっていきます。
それから、インベンションというのは、瞬時に
ぱっと着想することが多い。例えば、ニュート
ンが、木からりんごの実がぽとりって落ちると
ころを見て、瞬時に万有引力の法則を着想し
たといわれています。しかしながら、イノベー 
ションは、実現するまでに膨大な時間がかかり
ます。特に社会に広まる、普及をする、diffuse
するというのは、非常に時間がかかる。インベ
ンションというのは想定外、予想外の創発が多々
ありますが、イノベーションというのは管理さ
れたプロセスによって創発をするということで
す。したがって、管理というキーワードも出て
きましたが、リーダーシップとか、マネジメン
トと表裏一体という側面があるわけです。世の
中さまざまな発明がありますが、全ての発明が
世の中にインパクトを与えて普及をするという
保証はどこにもない。しかしながら、イノベー
ションというのは、世の中に大きなインパクト
を与えて普及して初めて、社会経済的にイノベー
ションとして認知される。こういう性格がある

ということで、インベンションとイノベーショ
ンというのは違うということです。
 

　ご覧のとおり、基礎研究や応用研究、開発、
規制、量産＆販売、普及となっていますが、ど
こかしらに、われわれの居場所というものがあ
るわけです。これをイノベーション生態系と 
言っていますが、イノベーション生態系のどこ
に我々はいるのかと、こういう見方をするわけ
です。実は、私たちの周りにもさまざまなイノ
ベーションの成果があります。今、講演をして
いるZoomも、このパンデミックを契機にして、
かなり世界的に広まってきました。それから、
スマホというデバイスの中でも1 , 000種類くらい
のイノベーションのネタが詰まっています。こ
のように、われわれは現代社会において、イノ
ベーションの成果を活用しながら、新しいイノ
ベーション生態系のどこかに居場所を見つけて、
イノベーティブに生きていくということが求め
られます。
　さて、若干堅苦しい話をしますが、経済学で 
は、イノベーションを付加価値労働生産性とい
う概念でとらえます。簡単に示しますと、投下
する労働量を低めて付加価値を一定にするとか、
労働投入量を一定にしておいて付加価値を上げ
る。労働投入量を増やすが、それ以上に付加価
値を上げるとか、逆に付加価値を下げながらも、
それ以上に労働投入量を下げることに成功すれ
ば、付加価値労働生産性は上がってくるわけで
す。こういうことが改善とか、創意工夫とか、
イノベーションを評価するときに求められる発
想です。
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■　人類史とイノベーション
　われわれ人間は、不断のイノベーションが 
あったから、こうして進化を続け、2022年の時
点で地球上に生息しています。
人間の脳は、だんだんと大きくなってきてい
ます。今から、だいたい300万年くらい前に、猿 
人、アウストラロピテクスという段階から一歩
進化して、人間はいろいろな道具を使い始めま
した。初期の道具というのは、単に石を割って
握りこぶしの大きさにして、がんがんたたくと
いったようなものでした。そこからだんだんと
矢尻を発明したり、もうちょっと後の時代では、
土器を発明したりというように、「ホモ・ファー
ベル＝道具的人」となり、いろんなものを活用
することから、だんだん人間の進化が始まった
わけです。
　それから人間というのは面白いもので、200万
年くらい前になってきますと、衣食住のためだ
けの道具のみならず、生活の中に、いろいろな
遊び的な要素をだんだん入れ始めました。例え
ば、縄文時代の土偶。私は、土偶が好きで、い
ろんな遺跡に行って土偶を見るたびに、縄文時
代の人間というのは、非常に感性豊かでクリエー
ティブで面白い物の見方をしたのだなというふ
うに感動せざるを得ません。火が燃え上がって
いるような、あの瞬間のイメージを土偶に込め
て、火焔土器なんていうのを作ったわけですし。
いろいろな森で採れる木の実とか、植物の霊魂
を形象化して、土偶として表現するというよう
な遊びといったものが、縄文時代から始まって
いました。
　それから、全ての人類史を通底する人間の傾
向というのは、人間同士がコミュニケーション
を取って協力し合うということです。協力する
ことによって、人間はsurvive能力を、種族、部 
族、コミュニティとして得ることができたし、
どんどん力強く進化してきました。
　したがいまして、今日のテーマ、イノベー 
ションは、決して現代的な現象ではなく、人類
の進化と共にあったという見方ができるわけで
す。狩猟採集時代というのは、物を投げる、投
擲というテクノロジーを人間は発明しました。
人間ならではの言語というものを発明して、そ
れから農業革命が始まったわけです。農業とい

うのは、穀物を栽培する技術、貯蓄する技術、
貯蔵する技術、その貯蔵されたものを配分する
わけですから、そこからおのずとマネジメント、
あるいは権力、governanceということが始まり
ました。その後、文字が発明されて、15世紀に
はグーテンベルクによる活版印刷術が発明され、
18世紀には産業革命を経験しました。現代の電
子技術というのは、非常に大きく情報に影響し
ていますが、今日においては、また新しい情報
革命が進んでいます。今、私は、こうしてイン
ターネットの、またZoomのテクノロジーを使っ
て、自分の大学の研究室から皆様に対して講演
をしています。こういった知識や発想を一気に
シェアできるというのも、一つのインターネッ
トを舞台にするイノベーションの恩恵ですよね。
　ところが、昨今のロシアによるウクライナ侵
攻とか、先週もわれわれ日本人の心を痛くする
悲惨な事件があったわけですけども、どうやら
現代というのは、さまざまな累積的なイノベー
ションの恩恵を浴しながら、人心が乱れている
時代であると、私は見るわけです。
　今までのところをまとめると、人間の普遍的
な性質の一つがイノベーションである。イノ 
ベーションによって人類は進化をしてきたとい
うことです。逆に言えば、イノベーションは、
退屈とか、不安とか、生産性の減退を解消する
働きがあるということです。おそらく人間とい
うのは、退屈とか、不安とか、そういうことに
なかなか我慢ができない生物であって、何か 
きっかけがあれば物事を良くしたい、改善した
い、イノベーションしたい、こういう本能が人
間にはあります。例えば、大学とか、あるいは
医療機関とか、地域包括ケアシステムという組
織は、あたかも生き物のように、イノベーショ
ンによってどんどん進化していかないとどうし
ても衰退してしまう。そういう意味合いでは、
われわれは現代社会のさまざまな組織と関わり
を持って生活しているけれども、今までどおり
の組織でいいのかというと、そうでもない。必
ず、何かの側面で組織に改善を与えて、イノ 
ベートしていくというアプローチが必要です。
先ほども強調しましたが、イノベーションとい
うのは、多様な人々の複雑なinteraction、協力関
係から生まれるものです。特に重要な位置付け
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があるのは、いわゆるイノベーター（起業家）
です。イノベーターがこれから非常に大事になっ
てくると思います。
　日本は資本主義の国です。資本主義の国は、
イノベーションによって、自己変革することに
よって発展してきました。ところが、日本の資
本主義は、最近あまりうまくいっていません。
資本主義というのは、国民国家、核家族、医療、
産業という側面から見ると、まず家庭の主たる
世帯主がきちんと税金を納めていれば、国は真
面目に働く人を守ってくれました。そこで生じ
たのが勤勉に働くということです。かたや、核
家族は、産業に主要なメンバーを提供して、賃
金を使って大量消費による豊かな生活をすると
いうのが、特に昭和の時代や平成の初めくらい
までは成り立っていました。核家族が保険料を
きちんと医療に払って。そうすると、医療のほ
うは全国津々浦々、いつでもどこでも治してく
れる、こういう約束の関係があったわけです。
かたや、産業のほうは、法人税などの納税をき
ちんとすることによって、昔でしたら鉄鋼産業、
あるいは半導体産業、あるいは自動車産業と 
いったものを政府のほうが重点的に守って育成
してきたわけです。産業のほうは、健康な労働
者がいて初めて成長するので、労働を効率的に
活用して拡大再生産、投資による成長を実現す
る。医療は、産業保健という領域では当たり前
の話ですが、労働人口の病気を治して生産性を
高めていくことで、国民国家、核家族、医療、
産業はバランスを取って日本の成長を実現して
きたわけです。しかし、今やこういった構図が
ほぼ崩壊してしまっているというところに、日
本のイノベーションの沈滞があるのです。
　さて、最近の日本の国際比較統計を概観して
みましょう。日本人の健康寿命は世界第 2 位。
これは非常に誇らしいですね。ところが、日本
人の主観的幸福度に関しては、62位と結構低め
です。それから、長年日本という国は人材を大
事にするというイメージがあったかもしれませ
んが、OJTをのぞいた人材投資という尺度で比
較をすると、アメリカが2 . 08、ドイツが1 . 20、
イギリスが1 . 06、日本はなんと0 . 1しかないので
す。これは労働経済学分野では、多くの研究者
が驚いたことです。日本という国は、昔は教育

熱心でしたが、今では、なかなか人材投資がで
きていない。
　それから、アメリカのギャラップという会社
が、精度の高い国際比較をしております。仕事
に対して熱心に取り組む、自分事として取り組
む、いわゆるエンゲージメントの高い、熱意あ
ふれた社員が 6 ％しかいない。米国は30％以上
いると。これも政府の役人が、かなり驚いたデー
タです。昭和の時代というのは、猛烈に働くこ
とが美徳だということで、看護の方々や、一般
的な産業の方々も一生懸命働いた。しかし、今
や、若者やサラリーマンは冷めてしまっている
んですよね。いくら頑張っても給料も上がらな
い、物価は上がる、社会情勢は厳しくなっている、
どうしたらいいのかよく分かりません。という
ように、他の先進諸国と比べて、エンゲージメ
ントが下がってしまっているという状況です。
　そのような、いわゆる人類史的に見たイノベー
ションや、現代社会に限定したイノベーション
が推進してきた資本主義というところから、今
一歩、われわれが共有している医療看護イノベー
ションの分野にフォーカスを当てて考えていき
たいと思います。

■　医療看護イノベーション
　今現在、さまざまなイノベーションが生まれ
つつありますが、看護に影響を与える 3 つのイ
ノベーションがあります。
　 1 つ目は、治すイノベーションです。これは、
いろいろなものがあります。例えば、roboticsを
活用したロボットによる手術支援。あるいは近
年の医療機関では、看護記録も全てクラウドに
入れて、関係者全てが閲覧できるような情報シ
ステムを作ってきています。薬剤のイノベーショ
ン、分子標的薬なども発展がすさまじい。こう
いう治療に関わるイノベーションが、治すイノ
ベーションです。
　それから、昨今、地域包括ケアシステム等々 
で、支えるイノベーションということが非常に
重要視されつつあります。今日の午後の時間帯
でグループワークがあるとお聞きしましたが、
いくつか支えるイノベーションを議論するよう
なグループがあったと思います。
　それから、最近のイノベーションというのは、
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病が発症する前の段階で、それを抑制していこ
う、先制していこうという、防ぐイノベーショ
ンというものが出てきています。
　そういった中で、医療というのは、さまざま
な領域のイノベーションが合体して集合して、
われわれの目の前にあるわけです。例えば、こ
れは糖尿病のイメージで書いた図です。先ほど
言いました、防ぐイノベーション、治すイノベー
ション、支えるイノベーションが生まれていま
す。以前の医療の世界ですと、病気が発症して
から治す。それから急性期を経て、回復期、安
定期、急性期、回復期と。それ以降、死亡まで
を支えるというような格好で診ることが多かっ
たのですが、今や、発症に至る前の成熟期、思
春期、小児、胎児、はたまた、その根源である
遺伝子までさかのぼって遺伝子治療、防ぐとい
うようなことがなされているわけです。
　看護は、防ぐイノベーション、治すイノベー
ション、支えるイノベーション、全てに関与し
ている職能であり、看護の素晴らしいところだ
と私は思います。したがって、イノベーション
に対する対応とか、どういうイノベーションを
生み出していくのかというアイデア、非常に看
護は稀有なポジションにいると言ってよろしい
かと思います。
 

　これは最近、ある雑誌から依頼されて、概念
化した図案です。糖尿病の介入ステージとしま
して、 0 次予防、遺伝子診断予見的介入、投薬
治療、透析等の治療と書いていますが、防ぐ、
治す、支える、いずれのフェーズにも看護が関
与します。例えば、ヘルスリテラシー教育、啓 
蒙、検診の支援、遺伝子カウンセリング、ある
いは遺伝看護とか、いろんなところに関与して

いく。かたや、このような多様な支援サービス
をつくる主人公、人的資源といわれますが、コ
ミュニティや行政、家庭、あるいは学校、職場、
保健師、看護師、かかりつけ医、遺伝看護、デー
タ・サイエンティスト、糖尿病専門医、関連疾
患専門医、ITベンダー、透析専門医というよう
な多様な専門職の連携、もしくはコラボレーショ
ンで成立するという性質があるわけです。
　イノベーションというのは、一次的には創造
性の発露なんですが、創造性は、コラボレーショ
ン、つまり、多様な専門やバックグラウンドを
持つ人材が交わる場から生まれます。

■　まじめと遊び
　ここからが今日の本題になりますが、真面目
と遊びということについて考えていきましょう。
まず、医療界にも大きな影響を与えてきた 3 人
を紹介したいと思います。
　まず 1 つ目が、ペニシリンを発見したアレク
サンダー・フレミング。この人は遊びが大好き
な人でした。実際にこう言っています。「私は微
生物と遊ぶのが大好きです」と。ですので、 1
年365日24時間、実験室に泊まり込むほど、彼
は研究に没頭をしてペニシリンを発見したので
しょうね。遊びがイノベーションの原点でした。
　次に、DNAの分子構造を発見したジェームズ・
ワトソン。この人も遊び人です。「私の研究は遊
び」と言って、とことんDNAと遊んだ人です。
その結果、彼はDNAの構造といったものを発見
してしまったのです。
　それから、結合炭素原子のシートを作ったア
アンドリュー・ガイムも遊び好きな人で、「遊び
心は常に私の研究のトレードマークである」と、
かっこ良く言っていますね。
　以上のとおり、遊びというのは、単に遊んで
変なエネルギーを発散するのではなく、研究な
ら研究、仕事なら仕事の成果をうまく実現する
原動力になるということだと思います。遊びは
文化に先行するということです。われわれは、
ホモ・ルーデンス、遊び者なのだと。あり余る
生命力の過剰をどこかで放出することが、やは
り遊びということだと思います。それには緊張、
あるいは平衡、安定、交代、対照、変化、結合、
分離、解決といったようなニュアンスがある。
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遊びというものは、新しいものを組み合わせる、
あるいは既存のものでも新しい組み合わせを実
現させる、または解き放つという性質があるの
です。
　少し失礼な話かもしれませんが、私は長年、
看護を分析対象としており、いろんな論文や本
を書いてきました。今では縁あって看護学部の
教員もしていますが、看護を外側、内側、両方
から長年ウォッチしてきまして、看護師の集団
は非常に「まじめ」な集団だなと、日々痛感し
ています。例えば、看護学生。どの看護学部で
も、国家試験対策で、学生さんが一生懸命勉強
していますが、国家試験の勉強というのは、あ
らかじめ正解が決められている問題に効率良く
取り組んで、正解を見つけるということですよ
ね。これを私は「正解思考」と命名しています。
どこかに必ず正解といったものがあって、その
正解に早くたどり着くことが大事です。これも
一つのまじめです。
　かたや、臨床現場に入ってきますと、臨床現
場には、山ほどの前例ですとか、あるいは前提
ですとか、手順、基準、形式、パターン、こう 
いったものがあります。これも失礼な言いかた
かもしれませんが、正解を探すために、いろい
ろな本を読む、コンテンツをあさる、学会を物
色するということも、看護の方々には、強い傾
向があると思えてなりません。
　それから、みんなが一生懸命頑張っていると、
みんなと同じように考えて頑張る。この頑張る
こと自体が美徳なのだという傾向もなきにしも
あらずかな、と思えてならないのです。こうい
うことが集団的に複合すると、同調圧力といっ
たものになってしまいます。みんなと同じよう
に考える、みんなと同じように正解思考をする、
みんなと同じように汗をかく、正解を探すと 
いったことが目的化してしまいますと、あまり
よろしくない。無自覚的に前提や枠組みを置い
て、疑わない、はみ出さないというのは、実は
イノベーションを邪魔するものなのです。
　時あたかも、新型コロナウイルス感染症が、
ますます臨床現場の多忙に拍車を掛けている。
少ない看護職員で、膨大な看護業務をしなけ
ればいけない。そこには看護外の業務もあり、
対応しなくてはならない。頻繁に組織体制が

COVID︲19の影響で変わってきました。新型コロ
ナ感染症対応でいっぱいだとなってくると、か
つてあった職場の中のちょっとした会話、ある
いは対話、雑談といったものが、最近、どの医
療機関に行っても極端に減っていますね。これ
は無理もないんです。新型コロナウイルス感染
症の対応でぱつぱつしているときに、遊びの話
なんかしたら気が引けるとか。そこにはやはり
同調圧力が働いていて、みんながねじり鉢巻き
で頑張ってるときにあんまりな話はやっぱりで
きませんね、というようなことになってしまう
と、だんだんと気持ちの余裕がなくなってきて、
バーンアウトとかストレスになってしまう。こ
ういう悪循環が今日多くの医療機関の看護にあ
ると思います。
　したがって、そういうことがあまりにも流さ
れてしまうと、ゆっくり落ち着いて語らい、経
験学習をするという場や機会を失ってしまう。
ある意味、まじめ体質の強化であり、遊びがま
すます阻害されるというような側面も、なきに
しもあらずではないでしょうか。だからこそ、
意図的に状況全体を見渡して、ちょっとでもい
いから不まじめになってみる、遊んでみるとい
うことが必要になってきます。
　失礼を承知で申し上げますと、従来の看護師
にありがちな、仕事はとにかく間違いを犯さな
い、失敗を極度に恐れる、ひたすらマジメにや
ろうという正解思考というものが、かなり影響
しているのかなと思えてなりません。マジメ思
考の方は、人の命を守る、安全を確保する、看
護の質を上げる、手順基準を守るというプレッ
シャーの中で、さらに尖がってしまう。こういっ
たことを「マジメ病」と私は命名しています。
　しかしながら、人間、マジメ過ぎると、新機
軸、画期的な変化やイノベーションを起こさな
くなってしまう。実は、イノベーションの主要
な敵というのは、マジメ思考であるということ
なのです。もちろん、私は真面目を全面的には
否定しません。真面目は、美徳でもありますが、
過剰なマジメは、まずいということなんです。
正解思考、特に正解を早く得ようとする思考、
あらかじめ正解があって、正解に早くたどり着
こうという思考というのはよろしくないわけで
す。イノベーションに必要なものは、ある意味、
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不マジメです。言い方を変えれると、仮説思考
です。自分で問いを創り出し、自分で探索して
回答を探して、自分で解答を作っていく。こう
いう仮説思考方法こそがイノベーションの根幹
です。
　今日の午後も、さまざまなワークショップが
あると聞いておりますが、正解が決してありま
せんよね、イノベーションというのは。仮説思
考には、自分たちが探索をしながら、既存のア
イデアを組み合わせたり、別世界に飛んでまた
帰ってきたりといったような、本質的に遊び心
といったものが問われます。イノベーションに
要求されるものは正解思考ではなく、仮説思考
である。大事なことは、まずやってみる。ここ
からなんですよ。どこかに正解があるわけでも
ない。とにかく、歩き始めてみる、走り始めて
みる、やってみると。間違っていたら直せばい 
い。失敗するのは人の常、世の常、「オモシロ、
オカシク、トライ」してダメだったらやり直し
ましょう。トライ＆エラーです。トライ＆エラー
というのがイノベーションの根幹にある以上、
始めから決まりきった正解があるっていう発想
はしないほうがよいです。
　実は、私も学部在学以来、不真面目、遊びで
生きてきた人間ですので、こういう発想を使っ
ていけば仕事もぐっと楽になっていきますし、
不思議なことに、いい成果が出てくるわけです。
　学びというのは、大和言葉で言う「真似び」
が語源です。固定的な型を守る、原理原則を守
るという学び。これは大事だと思います。でも、
コツをつかんだら固定的な型を破ってみる。こ
れ、遊びですね。それから、破ってしまって、
なんか自分のオリジナルのものを作っていこう
と。これも遊びの側面が非常に強い。自分、も
しくは自分たちで作った型に、さらに異質なコ
ツを加えて、自分たちのやり方からも離れてみ
る。これも遊びですね。さらに独創的なモノコ
トを加えてイノベートするということも、非常
に遊びの要素が強い。異質なコツといったもの
を合算化させていって、加算させていくのも遊
びです。真似はいいことですが、守るだけでは、
破る、離れる、になかなか進化できません。

■　イノベーション発想法
　ということで、イノベーション発想法を、正
解思考と仮説思考に分けて考えていきたいと思
います。われわれ日本人が強いのは、正解思考
です。特に看護は、正解思考が根強い方々が多
いと思いますが、正解思考は基本的になかなか
イノベーションに合わないのです。仮説思考が
大事です。何かというと、トライ＆エラーです。
暫定的にまずやってみる、修正を加える、色々
なアイデアを結び付ける。仮の結論をどんどん
どんどん変えていくことが、仮説思考による戦
略づくりです。

　簡単に言いますと、こちらになります。自分
の頭で考えて、自分の行動、もしくは自分たち
の行動を変えていきましょうと。こういう行動
が大事になってくると思います。先ほど、守破
離ということを言いましたが、真面目、不真面
目、いい塩梅（按配）と。若干、しゃれて言っ
ていますが、固定よりも変化。変化を目指すと
きのコツが、先生、師の型を真面目に守る。「守」
から入って、不真面目になって、「守」の型、あ
るいは業界全体の前例とか、パターンといった
ものを破ってみる。最終的には、自分の型から
も遊離して、いい按配で自由に新しい型を創る。
これがイノベーション発想の一つの流れです。
古来、われわれ日本人は、このパターンのこと
を守破離と言ってきました。大事なポイントは、
いい塩梅（按配）なんですね。いい塩梅（按配）
というのは、味加減や物事の具合とか、健康状 
態、程よくモノコトを処理する、並べる、配合
するということです。
　したがいまして、能動的な学びではなく、受
動的な学びは、やっぱり真面目になってしまい
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ます。どうしても表面、具体のところにとどまっ
てしまう。そこは逆に、不真面目な問いを繰り
返して試しましょう。これを能動的な学びと言
いますが、能動的な学びというのは、受動的な
学びと違って、トライ＆エラーの連続です。で
すので、失敗して当たり前、間違って当たり前、
その間違ったことから何を学ぶのかといった、
この能動性こそが大事になってきます。

　以上のことをまとめますと、遊びの力という
のは異質なモノコトを合わせる。こういうとこ
ろからスタートするわけです。合わせるという
ことは主に 4 種類あります。 1 種類目は、足し
合わせです。異なった物を足し合わせてパッケー
ジにするということです。これは、スティーブ・
ジョブズがiPhoneでやったことです。あるいは
スマホ以外にも、電子カルテというのは、基本
的に足し合わせの発想でできています。それか
ら、掛け合わせということもあります。掛け合
わせて、丸と三角両方の性質を持った形を作る。
こういうイノベーションもあります。それから、
組合わせです。自由に発想して、異なった形を
した具材で家の格好を作ってみるとか、こういっ
たイノベーションもあります。チーム医療とか、
多職種連携とか、こういったようなときに、私
はよく組み合わせの技を使います。それから、
編み合わせというイノベーションのコツもあり
ます。これは、縦糸、横糸、あるいは異なった
文脈を加算複合させていって新しい布を織り上
げるというイメージです。
　さて、われわれ医療関係者は、年中忙しい状
況に追われています。だからこそ、時間をクリ
エーティブに使い倒すということが大事な意味
を持つのではないでしょうか。大事なものは自

由時間です。ところが、まじめな世界というも
のがあります。そもそも産業ということを、英
語ではindustryといいますが、industryという
考え方はやはりまじめから出発してるんです。
industryの形容詞は、industriousといいますが、
これは勤勉な、という意味です。だから、産業
のほうも良くしたもので、勤勉な人を大量につ
くることによって産業に従属させてきたという
側面があります。
　職業という言葉も極めてまじめな語感がしま
す。occupationといいますが、動詞のoccupy って
いうのは、心を占領するという意味です。あま
りいい語感じゃありませんね。心が占領された
人が、ある特定の職務に就いてしまって仕事を
頑張る、ある特定の産業のために勤勉になって
しまう。
　仕事をbusinessといいますが、businessという
のも、非常に変な英語です。心が占領されて、
心がなくなっている状態。大切なものを忘れて
いる状態のことをbusinessと言う。ドイツ語では
これをarbeitと言うわけですが。したがって、医
療産業industryの中で、勤勉に看護という職業
occupationを行い過ぎると、心が占領された状況
になってしまって、心がなくなる。遊び心がど
こかに行ってしまう。忙しくなる。ここで言っ
ている「忙しい」という字はまさに、「心」が 
「亡」くなっていると書きますが、遊びが阻害さ
れてしまうと、なかなかクリエーティブにイノ
ベーションができなくなってきます。だからこ
そ、忙しい時ほど、自由時間を持って、その中
できちんとリフレッシュして、新しいアイデア、
発想、着想といったものが必要になってくるの
ではないでしょうか。
　そういったクリエーティブな発想があって初
めて、本質的な問題に気が付くことができると
思います。どうしても同じ見方しかできてない
と、問題を見ても問題とも思えない。しかし、
大事なことは、イノベーション発想。問題に気
付くというところから発進します。できたら複
数人で、どういう問題の見方があるのかという
議論をして、課題を見い出す、課題設定をする。
そこで先ほども言いましたが、異質な方々を交
えて、プロジェクトを組成して、それで実行し
ていく。このような流れをきちんと行うために



129

高知女子大学看護学会誌第48巻第 1号（2022）

も、まじめだけではうまくいきませんね。不真
面目発想、もしくは遊び発想といったことが大
事になってきます。ですので、グループワーク
というのは、みんなが真面目なグループだとな
かなかうまくいかないのです。かといって、全
員が根っからの遊び人でもいけないと。いいあ
んばいが大事なわけです。真面目中心の人、遊
び中心の人、いいあんばいで混ざって、初めて、
イノベーティブなことが実現されます。
　大学では委員会があり、現実の医療機関では
医療チームがあり、世の中にはいろいろなプロ
ジェクトがあるわけですが、大事なポイントは、
まず目標を共有化するということです。
　まず、イノベーションのネタを議論するとき
には、あまりかしこまらずにリラックスして、
問題、課題を議論する。それがある一定程度で
きるようになったら、具体的な目標を作る。計
測できるようにしていく、達成可能のようにし
ていくということを目標化していって。着手小
局、着眼大局と言っているのですが、まずは着
眼大局から入るのがいいと思います。「こうこう
こういうことでイノベーションを狙っていきた
いんだけども、どういうテーマで挑むか」、換言
すると、何をテーマとするのか。それから、自
分たちのこのグループなり集まりが、どういう
価値を生み出しているのか。できれば、今まで
の世の中になかったような価値を生み出すこと
ができれば、またイノベーションに一歩二歩、
近づくことができてきます。
　それから、コンセプト。自分たちならではの
独自性。これを考えていけばよろしいと思いま
す。観察をして、分析をして、計画をして、実
行して、評価をしていく。
　着手小局、人、モノ、カネ、情報、時間、空
間などのいろいろなリソースがある。その中で
も、どういうようなメルクマールというか、エ
レメントというか、重要業績指標というものを
確立できれば、グループワークはかなりうまく
いきます。
　これからの時代、研究も教育も臨床現場も今
までどおりのことをやるのではなく、ちょっと
違ったことを提案できる人。今までどおりの形
式とか、前例とか、手順基準といったものから、
逸脱して、新しい視点でアイデアを提供できる

人。イノベーションのネタを提供できる人が非
常に求められているわけですが、そういう人の
ことをイノベーターと言います。
　イノベーターには 3 種類あります。 1 つ目は、
自分でリスクを取って起業できる人で、アント
レプレナーと言います。それから、自分自身で
起業しなくても、組織に雇用されながらも、そ
の組織の中で変化、変革、改善、イノベーショ
ンのネタを作りながら、今までやってきたこと
を健全に疑いながら、ちょっとこれ変えてきま
しょうと言える人、実行できる人のことを、ア
ンではなく、インに代えて、イントレプレナー
と言います。内部から変革できる人をイントレ
プレナーと言います。それから、例えば、産学
官、異なった世界をまたいで異界越境していく、
融合させていくような人のことを、私はトラン
スプレナーと申し上げています。
　横軸に世界か地域か、縦軸にインパクトの大
きさを表現しているのですが、右上に書いてあ
るこの 5 人は典型的なイノベーターです。エジ
ソンは、生涯通して1 , 000以上の発明をして、イ
ノベーションにも非常に多大な貢献をした発明
家です。それから、医療界、看護界にも非常に
大きな影響を与えている放射線というテクノロ
ジーがありますが、キュリー夫人。病気になり
ながらも放射線を発見して実用化の途をつけた
人物です。アインシュタインは、相対性理論を
発見して、自ら定式化をして、多大な科学に対
する貢献をしてきた人物です。スティーブ・ジョ
ブズ。私がコーネル大学に留学に行ってるとき
に、スティーブ・ジョブズが教室に入ってきた
ことがあるんです。スティーブ・ジョブズが30
代半ばくらい、80年代、90年代は、Macintosh
というブランドのコンピューターを作ってまし
た。とにかく 1 時間、Macintoshコンピューター
の優秀性を、彼は話しまくっていました。彼は
当時から自分でも言っていました。「俺は天才
だ、俺はイノベーターだ。でもIBMは駄目だ、
日本製のコンピューターも駄目だ、Macintoshコ
ンピューターが人類史上最良のコンピューター
である」と。アップルコンピューターの自慢を、
とことん繰り返していました。授業が終わって
から、私の友人のアメリカ人の学生が、こう質
問したんです。「スティーブ・ジョブズさん、あ
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なたのおっしゃることはよく分かった。たぶん
あなたは天才でしょう。これから大金持ちにな
るでしょう。世の中を変えるでしょう。よく分
かりました。でも、一つ質問させてください。
あなたのような天才になって、非常にイノベー
ティブなアイデアを僕は持ちたい。そのための
コツを教えてくれ」と、私の友人は大教室で質
問したんです。そしたら、スティーブ・ジョブ
ズは、ニヤっと笑って「あなたは非常にいい質
問をした。そのコツを教えよう」と言ったんです。
彼の偉いところは「俺の答えは非常に重要な答
えなので、全員、ノートに取るように」といっ
て、また仰々しいコメントを言ってから、こう
言ったんです。「イノベーティブな、ぐっと来る
アイデアというのをゲットするコツは一個しか
ないんだ」と。「それは100、1 , 000、 1 万、10万、
山ほどのどうでもいいアイデアを繰り返し、繰
り返し考えること。これが重要だ」と。なるほ
どな、と思いました。彼は、いろいろなことを
考える人間で、とにかくグッドアイデアを得る
ためには、それ以前、100も1 , 000も 1 万も10万 
も、とにかくあらゆる考えられ得る全てのアイ
デアを自分で考えることが大事だと、彼はこう
言ったわけです。

　以上のところで、いったん、ご質問をお受け
したいと思います。いかがでしょうか。

質問者 1 ：いわゆるイノベーティブな組織をつ
くるには、どうしたらいいかということをお聞
きしたいのですが。これは例えば、そういうイ
ノベーターを多く作っていって、ボトムアップ
的に組織全体にするのか。あるいはトップダウ
ン的に組織として、そういう方向性というかが
あるのか、そこら辺を教えてください。

組織全体をイノベーティブにするときのポイン
トは、私は 4 つあると思います。これは一般的
な株式会社も医療機関も共通していると思いま
すが、まず 1 点目は、あまり似たような人を集
めないということです。異質な人材を意図して
1 割とか 2 割入れておくと、いいと思います。
　 2 つ目は、どの組織にも、特に伝統的な組織
ほど、前例とか形式といったようなものがあっ

て、暗黙的なそういったものを守らせようとし
てしまうのですが、あまり形式とか前例といっ
たものに固執して、それを押し付けるのは、い
けないと思います。
　 3 つ目は、やはり変化の時代に対応するため
に、いつでも変化に対応する準備をしておく。
あるいは、変化に対応するためのコツは、組織
の中から変化を作り出すことですが、とにかく
何でもいいので、改善テーマを設定して何か変
えてみる。あるいは変化してみるといったよう
な、この 3 つの習慣づけが組織全体をイノベー
ティブなものにするための大事なコツであると
思います。
　あとは、 4 つ目があるとしたら、仕事を離れ
た雑談をたっぷりやるようにしたらいいと思い
ます。この雑談の効用は、また後半のところで
ちょっとお話をしたいと思います。
質問者 2 ：看護管理学を教えております。正解
思考から抜け切れない、目指す姿を探すのにも
正解を探してしまうことをすごく実感していま
す。特に医療の現場では診療報酬の枠組みに非
常に影響を受けてしまっていて、メジャラブル　
イコール診療報酬の加算という風に安易に流れ
てしまい、加算を取ること自体が目的化してし
まうところがあって、それを何とかしたいと思っ
ています。可視化（数値化）したものとめざす
姿のつながりを伝えることができる、そんなコ
ツを教えていただければと思いました。
 
　おっしゃるとおりです。どうしても正解思考
が強くなり過ぎると、本来、仮説検証しなけれ
ばならないところでも、安直に正解を、ぱぱっ
と見つけてきて納得してしまう。これはあまり
イノベーションにとっては都合のよろしいこと
ではないので、まず、自分たちがやってきたこ
とを疑ってみる。本当にこれで良かったのかっ
ていうことを、われわれ教員も疑ってみる必要
があるでしょうし、関係者一同、今までやって
きたことの前提といったものの根幹を疑ってみ
るということが、やはり大事になるのかなと私
には思えてなりません。
　
■　看護はイノベーションの宝庫
　ここからの話は、分析的把握のキュアと観想
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的把握のケアということについてです。キュア
とケアというのは、かなり様相を意味しており
ます。ケアの方は、精神圏、霊性とか、個別性、
あるいは特殊性、意味、物語、情念、情緒といっ
たところもカバーするわけなので、キュアに対
してはるかに幅広いですね。例えば、近代科学
に立脚した医学といいますのは、どうしてもキュ
ア的な側面中心です。物質圏、普遍性、因果律、
効果効率、根拠、論理というところ中心になり
がちです。もちろん、こういうところを重視す
る看護学もあります。しかしながら、ケアの本
質というのは、広くこういうところに拡張して
いかなければ見えてきません。私は、この辺に
看護、並びに看護学の学問的な特性があるのか
なと勝手に考えている次第です。
　「看護観」という言葉は、看護業界でかなり頻
繁に耳にしますが、案外、看護観ということを
強調する人ほど看護観が分かってないような気
がしませんか。そういう批判ではなくて、イノ 
ベーションのネタとして、「看」「護」「観」と 
いったことを考えていきたいと思います。
　まず、「看」という文字は、「手」と「目」の
組み合わせですね。目で見るということが中心
になってくると思いますが、そこにはいくつか
のイノベーションの契機が潜んでいると思いま
す。視点を変える、あるいは視野を少しずらし
てみる、焦点を少し近づける、離れる、洞察を
する、視座、見立て、まなざし、なんていうと
ころを考えてみると、それらをネガティブに見
るのか、ポジティブに見るのかで、視点が変わっ
てきます。こういう目で見るというところにも
イノベーションのネタが、かなり広がってい
ます。見える化するために、どういうデータを 
引っ張ってきて分かりやすいように配置をする
か、というようなテーマでもいいと思います。
それから、手を差し伸べるということ。これも
皆さん方にお話しするのは釈迦に説法で気が引
けます。多様な手のあり方、これもイノベー 
ション考えるときには、いろんなヒントをわれ
われに与えてくれます。手技、それから上手。
特に最近はビッグデータがどんどん蓄積されて
きていまして、上手な人の身振り手振りといっ
たものを映像化して、これを人工知能が判断を
して、上手な人の手使いといったものをパター

ン化して判断する。こんなようなことも、近年
の研究では行われています。手本にするという
ことです。手習い、手続き、手持ち、手段。看
護の「看」というのは、目と手の掛け算です。
 

　それから、何かを護ることがまさに看護の 
「護」ですが、護るという字を分解してみる。「言」
の上半分というのは、取っ手のある刃物の形を
しています。下半分は、口という字の形象です。
ところが、「護る」の右の方の字は、鳥の形をし
たものの下に、鳥を手で捕まえると。こういう
含意があるのが「護る」ということです。です
ので、「護る」というのは、なんとなく精神論的
に護るというのではなくて、取っ掛かりを得て、
それをきちんと言語で、口で表現をして、かつ
対象となるものをうまく捕まえて自分のほうに
引き込む。こういうことが看護の「護」に含意
されています。
　さて、心理学者のチクセントミハイが「フ 
ロー」ということを主張しています。かたや、
われわれの哲学の先人、西田幾多郎は、「善の研
究」等々で、観想とか観照的把握と言ったわけ
ですが、潜在意識とか、深層意識、そこに深く
入っていって、一切の評価や判断などを加えず
に、直感的にありのまま捉えることが大事だと。
西田幾多郎は、ブッダが言ったことを、こう翻
訳をし直したわけです。お釈迦さまは感覚的把
握のことを、かなり強調しておりまして、後世
の仏教の方では、いわゆる般若心経でいうとこ
ろの眼
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というところで、まず五感を使って、
ありのまま捉えることが大事である、という教
えがあります。お釈迦さまは、相当深い瞑想に
入られて、まさに観照的な把握といったことの
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重要性も説かれたわけです。
　したがって、看護という営為を感覚的に把握
するのか、分析的に把握するのか、自主的に把
握するのか。さらに、そのスピリチュアルな領
域まで分け入って、観想的、もしくは観照的に
把握するのかで、ずいぶん看護という営為に対
する捉え方が変わってきますね。したがって、
感性で捉える看護、知性で捉える看護、意思で
捉える看護、霊性で捉える看護で、全く捉え方
が異なるというのが、私の見解です。看護観と
いうのは、なるほど、実に深いものです。
　したがって、こういう看護観をどう捉えるか
で、ずいぶん捉え方が違ってしまうので、看護
観を議論するときの構えとして、やはりきちん
としていかないと、なかなかいい看護観を導く
こともできないし、全人間的な看護観を構築す
ることもなかなかできない。その材料的なもの
を、まさに釈迦に説法で、僭越な話を申し上げ
たわけです。
　さて、古代ギリシャの哲人アリストテレス
は、知識の在り方には主に 3 つあるといいまし
た。一つは、epistemeと呼ばれる、学理に属す
る知識です。これは理論と言い換えてもいい。
次に、技術的な知で、アリストテレスはこれを
techneと言いました。英語のtechnologyの語源に
なっているtechneが大事だと言いました。アリ
ストテレスの偉いところは、別に現場の知とし
ての技術、大学、あるいは学問の場としての理
論、どちらも重要であると言ったわけです。た
だし、それらをつなぐphronesisというレベルの
知も必要であると。経営学者の野中郁次郎先生
はphronesisを「賢慮」と訳していますが、思慮
分別、実践的知恵と言ってもいいと思います。　　　
学問的な理論とか学理と、技術的な知識という
のは、賢慮によってぐるぐる循環することによっ
て、お互いがお互いのことを高めることができ
る。大事なのは賢慮である、とアリストテレス
は2000年以上前に喝破したのです。
　実は、イノベーションにおいても大事なこと
は、われわれ研究者が、なんとなく高いところ
から現場を無視してのたまう学理でもなく、あ
るいは現場べったりの技術的な知でもなく、相
互循環するような賢慮こそがイノベーションの
創発にとって重要なのです。

■　イノベーションとラーニング
　イノベーティブな学習というのは、理論家の
いろいろな説明をまとめてみますと、こうなり
ます。まず大事なことは、非認知的要素、習慣
的要素と言ってもいいと思いますが、心理学で
いうところのビッグファイブです。まず、オー
プンに開放性を持つことが大事です。凝り固まっ
て、これだっていうふうに決め打ちするのでは
なく、オープンに開放性を持って、いろんなア
イデアに対してオープンな自分でいる。外向性
というのは、外側に目を向けて、いろいろなと
ころから情報なり物事を引っ張ってきて、自分
のものにしてしまいましょうという傾向です。
　それから、開放性は、遊び的な要素ですが、
反面、誠実性という真面目の要素も必要になっ
てきます。プラス協調性が必要です。ここでは、
ビッグファイブの神経症的な傾向といったもの
は除外しています。あまり神経症的な傾向とい
うのは、イノベーション創発にとってよろしく
ありません。こういう習慣といったものが大事
になってきます。
　これに対して、 2 つのスキルがあります。ま
ず 1 つ目は、Slow Skillsといって、これはスキル
を体得するために長い時間がかかって、かつ、
そのスキルを活用するためにも長い時間が必要
になるという意味でのSlow Skillsです。分析的思
考、構想力、概念化力、リーダーシップ、対人
巻き込み力といったスキルがまず大事になって
きます。
　それらプラス、Fast Skillsというのもあります。
これは、目先、口先、手先を活用する認知的ス
キルです。もっと簡単にいうと、読み、書き、
話すスキル。あるいは、コンピューテーション・
スキルというのは、比較的、Slow Skillsに比べて
短時間で習得することができ、短時間で表現す
ることができる。このスローとファストの両方
のスキルが大事になってくると思います。
　イノベーティブな学習というのは、こういっ
た、いろいろな多様なスキルを課題に投入をし
て、成果が生まれて初めて、なんぼということ
なのです。具体的なイノベーションのネタといっ
たものを一歩進めて、改善案を作るとか、プロ
トタイプを作ることによって、 2 つのスキルが
また伸びてきます。これがまた再帰的に習慣化
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されるといったような側面があるということで
す。イノベーティブな学習というのは、ワーク
ショップ 1 回で終わりというよりは、やっぱり
習慣化してなんぼのものである、という示唆を
与えてくれるのではないでしょうか。
　それから、近年強調されているのが、Fast 
Skillsにもつながってくる、アジャイル・ラーニ
ングと呼ばれているテーマがあります。領域を
越境して活動して、関連のない分野に興味を示
して、課題をぐっと結び付けて問題解決する能
力。これをメンタル・アジリティといいます。
それから、異質な他者をきちんと理解して受け
入れて、多様なグループに適応して、明敏な判
断を下す能力。最近、これはピープル・アジリティ
とよく言われています。特にリーダーとか、管
理者には、かなり要求される力です。現状に挑
戦しようとする意思とか、システムや手続きを
改善しようとする意欲、変化を実行に移す能力、
これをチェンジ・アジリティと言います。4 番目、
リザルト・アジリティは、素早く、優先順位を
見い出して、目標をばんっと設定して対応する
能力です。セルフ・アウェアネス、フィードバッ
クを受け入れる姿勢、自己省察の習慣、学習や
自己啓発に対する強い関心。このようなものを
重視する学習スタイルが、アジャイルな、すな
わち、俊敏な、素早い概念化であると。
　そういうことをベースにして、イノベーティ
ブなハイパフォーマーが、日本の学校システム
から近年なかなか生まれていないような感じが
するということで、私自身の研究課題でもあり
ます。これは経済産業省のあるタスクメンバー
の議論でもあったわけです。中学校、高校、大
学までにFast Skill、Slow Skills、非認知的要素が
基礎づけられる。 4 年制の学部で基礎の上に専
門性と教養が積み上がってくる。大学院で涵養
される高度専門的スキルは、基礎的なものを前
提としている。日本の大学院では、脆弱な基礎
に対して、高度専門的スキルを積み上げている
ので、そもそも日本の大学院からは、あまりイ
ノベーターが出ないのではないのかという議論
が、経済産業省の中枢部でなされています。そ
こに参加されていた医療も含むトップリーダー
が、自虐的なこと言っていました。だから日本
の大学院というのは駄目なんだなどと言ってい

たわけです。
　アメリカの大学院と日本の大学院を比べます
と、かなり違っている。創造的な遊びの要素が、
なかなか日本の大学院にないのかな、なんて 
思ったりします。
　ということで、今日のテーマとして、異界越
境ということを申し上げる次第です。発達とい
うのは、レベルを垂直的に超えていくにとどま
らず、専門性の境界、実践の境界、理論の境界
と、いろいろな境界が世の中にありますが、こ
れらを水平的に越境することでもあります。こ
れについては、近年、エンゲストロームという
学者が発言をしております。新しいチームや組
織をつくることによって、越境の機会が増えて、
発達のいわゆる近接領域を拡張することになる。
先ほど、質問をいただきましたが、組織づくり
の基本というのは、越境する機会の内部化でも
あるわけなので、あまり型にかちゃっとはめる
ような組織づくり、チームつくりっていうのは
よろしくない。むしろ、イノベーション志向の
組織づくりというのは、組織の中で越境する機
会、形式を否定する機会、今までやってきたこ
とを、ちょっと見方を変えるというような遊び
の要素といったものが大事である、ということ
が越境学習では、最近よく主張されています。

■　イノベーションと組織＆チーム
　日本は、ヒエラルキー的な組織に固執するこ
とが多いのですが、最近、現場ではホラクラシー
組織といいまして、指揮命令系統の階層をいっ
たんばらして、非階層的に分散的に対等にオー
プンにやっていきましょうということがよく言
われております。私はよく仕事のプロジェクト
で、医療チームとか、多職種連携をやっていま
すが、狙うところはヒエラルキー組織の中に多
数のホラクラシー組織をつくっていって、自律、
分散的に行動するようなことで、いくつかの共
同病院で仕事をさせていただいております。
　コラボレーションとイノベーションというの
は表裏一体ですが、マット・リドレーという人
間がこう言ってます。「イノベーションは常に協
力することによって起こる現象である」と。最
近私の本では、「イノベーションは複数の人々の
間の複雑な相互作用、つまりコラボレーション
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から生まれる」と、いうことを僭越ながら書か
せてもらっています。決してイノベーションと
いうのは希薄な人間関係、個人個人がばらばら
な関係の中では生まれ得ないということです。
良いチームの特徴というのは、まず何をおいて
も、いい成果が出るということです。それらに
加え、リフレクションとストレートな意見交換
ができて、お互いが役職位とか、地位などを通
り超えて、互いに学び合う姿勢が大事です。そ
れを可能たらしめるのは、相互に尊重して支え
合うというスピリットであり、お互いがお互い
のことを元気付ける、声掛けをする、エンパワー
メントする、そして責任を共有する信頼感とオー
プンさ。こういったことが、私どもの質問表を
ベースにした実証的な研究でも、ある程度、明
らかになりつつあります。
　イノベーションが生まれるのは、具体的なタ
スクと人間関係のネットワークからです。ここ
で考えてみたいのが、人間と人間の関係です。
関係性も、あるいはタスクの共有も全くないよ
うな関係のことを赤の他人と言います。そこに
何らかの関係があり、タスクが生じて初めて、
2 人の人間の間のinteractionが進みます。最もク
リエーティブな仕事ができるのは、いい関係性
があり、その関係性の中にタスクが埋め込まれ
て、いい仕事ができるので、われわれはこのタ
スク志向、関係性志向、両方の志向を持った、
十全なみずみずしい関係の中でタスクが共有で
きて初めて、イノベーティブな仕事ができてく
るのです。
 

　イノベーションを生み出すための学習という
のは、結構複雑です。あまり垂直的な、つまり
自分の専門領域をかちっと決めて、その中で、

例えば、学士、修士、博士といくような学習で
は決してない。近年、ラーニング領域で、特に
イギリス、北欧、アメリカで注目されている学
習理論に、越境的水平×垂直学習という、ハイ
ブリッド学習理論があります。ポイントは、狭
い領域を上に上にといくのではなくて、ずらす、
掛け合わせる、遊ぶという、こういう要素を持っ
た学習です。イメージ的に言いますと、自分の
専門領域はここからスタートするのですが、異
質な専門領域にちょっと首を突っ込んでみて、
それが面白くなって極めてしまうといったよう
な、斜め横方向にいく学習というのが、結構イ
ノベーションで重要だと、最近注目されている
ハイブリッド学習理論です。こう考えると、日
本の専門志向教育というのは、どちらかという
と、意図的にずれることができないと、狭い専
門領域を上へ上へといってしまうので、あまり
イノベーション向きではないのです。したがっ
て、ここにおいてもやはり遊びの側面が大事に
なってきて、単純にはしごを上に上るような学
習ではなくて、ずらす、掛け合わせる、遊ぶこ
とが大事になってきます。
　マジメとあそびの比較ですが、真面目が有効
な世界というのは、こういう世界です。とこと 
ん、前例、前提、形式を守り、正論を述べ、同
論を述べ、模範論を共有します。もちろん医療
の世界というのは、前提、前例、形式、正論、
専門家、同論が必要ですが、私が今日、強調し
ているのは、これらプラスあそび的なことが必
要なんですね。すなわち、改善をする、改革を
する、打破する、反論をする、あえて異論を言 
う、あえて極論をぶちまける。そこで結構大事
なのは、門外漢です。
　私こそが今日この場で一番の門外漢だと思い
ます。私は看護学部の教員でありながら、看護
師ではない。その代わり、私は不真面目に、経
営学、健康医療管理学、看護経営学、政策分析
学、人間生態学、ヘルスケア・イノベーション、
システム科学、インフォマティクスを放浪する
ように幅広くやってきた。たぶん、この学会で
私が最もアウトサイダーだと思いますが、こう 
いったアウトサイダーの私を呼んでいただいた
この学会というのは、実は、遊び心があるのか
なと、正直そう思う次第です。
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　わりと大事なのが、やれコロナ禍、やれ経済
危機と、いろいろな格好で日本中の思考から面
白おかしい雑談が消えてしまっていますよね。
先月、共同研究病院の院長先生と対談してきた
わけですが、その先生もいみじくもおっしゃっ
ていました。今の医療機関は忙し過ぎて雑談が
なくなっていると。ところが、雑談というのは、
イノベーションのるつぼなんです。雑談という
のは、特段の目的ない、結論もない、テーマは
なんでもいい、ちょっとしたやり取りがある、
ストレス・フリーであると。こういった雑談を、
忙しいさなかでも、ちょっとみんなで持ちましょ
う。雑談っていうのは気軽に始めることができ
て、行き当たりばったりです。目先、口先、手
先の話題はなんでもいい。挨拶から始める。楽
しい雰囲気さえあれば、そこは雑談になるわけ
です。
　ということで、遊びのような雑談が大事でし
て、そこから偶発的な情報共有が始まります。
線路の上、あるいは既存のトラックの上に乗っ
かったような情報交換ではなく、偶発性からイ
ノベーションのネタはもたらされるので、とに
かく遊びのような雑談を持つことが大事になっ
てくると思います。これは大学という学問の場
においても、臨床の場においても、病院経営の
場においても、案外重要なものですね。近年、
いろいろなことで雑談の機会が減っているとい
うのは、実はクリエイティビティの根っこが、
だんだんと枯渇してるような、こういう印象を
私は持つのです。
　したがって、大事なポイントは、いきなりア
ジェンダの共有から入るのではなくて、感情と
か情緒の共有から入る。それができて初めて、
経験とか、個人個人が持っている人、モノ、カ 
ネ、情報、時間、空間といったようなリソース
の共有ができてくる。そのためには偶発的な創
造の共有、この機微を共有することが大事なの
ではないでしょうか。これらができて初めて、
コラボレーションと価値の共創ができて、それ
がひいてはイノベーションにつながっていくの
です。
　まとめさせていただきますと、異なるモノコ
トの組み合わせがイノベーションの契機をもた
らす。看護というのは、もとよりサービスであ 

り、新規性の高いサービスが社会に普及してイ
ンパクトをもたらすことを、私は本の中で「看
護サービス・イノベーション」であると命名し
ました。実は、イノベーションを阻害するもの
はマジメ思考であるということを、今日は何回
かいろんな文脈で議論してきましたが、看護は
要注意かな、と思えてなりません。真面目な人
がとにかく多いです。真面目な方から順番に看
護教員になっているので、真面目の拡大再生産
になりがちなので、そこはちょっと逆張りの遊
びの要素が必要です。例えば、正解のある問い
の回答を求めることはやめるとか、硬直的な枠
組みの中での自由な発想のないことをやめると
か。積極的にはみ出すこと、逸脱すること、遊
び、こういったことを、ちょっと気持ちを楽に
持って、お互い許容し合うといったようなこと
が、案外大事だと思います。
　イノベーションの契機というのは、不真面目
な遊びである。これは今日のテーマの異界越境
と言っていますが、自由闊達なアイデアの創発
を行うためには、とにかく異質な人材のコラボ
レーションが必要と思います。私は、ベンチャー
企業を経営しているときに、アメリカのシリコ
ンバレーのベンチャーとも連携していましたが、
やはり多様な人材がうまく混ざっていました。
日本は残念ながら、同質性が高い人材集団にな
りがちです。そこを意図的にちょっと変わった
人、アウトサイダー、異質な人をチームの中に
入れ込んでおくことによって、イノベーション
の契機になります。
　看護サービスが普及する過程で制度化される、
診療報酬制度とか、大学というのはその典型で
すが、あまり制度化されると、イノベーション
がだんだん阻害されてしまうので、これは要注
意でしょう。
　したがって、私がよく提唱するのは、自由で
肩が凝らない雑談が大事です。ぜひ、午後の 
ワークショップは楽しい雑談、お願いしたいと
思います。
　今日はいろいろな文脈からお話ししてきまし
たが、主として、私が今まで書いてきた文献か
ら引用しておりますので、関心ある人がいらっ
しゃいましたら、文献に当たっていただけると
よろしいのかなと思います。
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　今日は非常に僭越な話を、まさに漫談のよう
な、あるいは雑談のような格好の講演で誠に恐
縮でございました。私も仕事柄、いろいろなと
ころでいろいろな講演をさせていただくのです
が、講演の成果というのは、私の講演を聞いて
いただいた方のその後の行動に100パーセント依
存するわけです。臨床の場面、教育の場面、研
究の場面、どういう場面でもいいので、そこで
何でもいいのでイノベーションが起こってくれ
たら、私の今日の講演会の成果があるのかなと
思えてなりません。ご清聴ありがとうございま
した。
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